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　This　paper　gives　some　supplements　to　the　paper　formerly　wDrked　out（m　this　items　of　this　shr－

imp　by　the　present　authQL　王mpDrtant　additions　given　here　are　as　f失）110ws．The　breeding　season

ranges　from　April　to　October，the　height　is　in　the　m（）nths　of　July　and　August。The　oviposition　se－

ems　toねke　place，at　least，twice　during　a　breeding　season・The　relation　between　number　of　eggs

（N）　and　body－weight　（IW）　as　、vell　as　body－length　（IL）　may　be　expressed　by　the　follo、ving　form－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．282ulae　respectivelyl　W＝一〇，06十〇．001Nl　L＝4．879N　　　in　the　『949－material，and　L＝4．767

N　O・286in　the　I950．materiaL　Sex．ratio　is　of　O．968as　based　on5808specimens．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　先に筆者ほ兵庫県洲本附近産スヂヱピモドキに就て，月別成長慶，性比・孕卵数等に関して報告したが7

昭ラ和24年2月より昭ラ和26年2月に至る2ケ年聞尾道市編地浜塵スヂヱビモドキを調査し2前報の不備であっ

たものを罰正し，多少の薯知見を附加して報告するものであるo本稿を草するに当り，御校闘及び有益な御

助言を賜った東京水産大攣久保伊津男憾士，並びに材料の擬集に献身的な御協力を願った内海区水塵研究所

折橋一正の両氏に対してン深甚なる謝意を表する次第で湊）るQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び調査方法

　調査材料は尾道市編地浜に於て擬蘂し，採集方法，測定方法ほ前報の記載と同様であるQ之等資料の探集

日，調査個体数，性比に就てほ7第1表に集録したQ

　　Table　l．Number　of　specimens　and　sex－rati（）dependi嬉on　date　on　which　the　specimens　were

　collected．

Year

1949

Date

Feb．
珂ar．

ApriL
聾lay。

∫une．

15

『4

20
10
17

July。　6
　　　26
Aug・　5
　　　26
Sep・　19

Oct．　　3

　　　17
　　　28
Nov．　3
　　　2i

Female

50
10ア

68
58
43

63
54
52
31

目3

i48
106

1ア3

128
100

斑ale

55
48
57
41

55

82
79
73
17

57

41

47
99
76

目9

Sex－ratio

1．10
0．45
0．84
0．71
1．28

1．30
1、46
1．50
0．55
0．54

0．28
0．42
0．57
0。59
1919

Yeaγ

1949
1950

195『

Date

Dec．
Jan．
Feb．
Blar．

ApriL

喪ねy．

∫une．

July，

Aug・
Sep．

Oct。
NOV．
Dec．
Ja11．

Feb．

13

11

9
3
5

『1

「3

10

15

11

16

『5

『5

14

21

Female

20ア

『47

163
i32

95

58
6『

30
54
69

1ρ

216
108
ア8

128

Male

170

『61

223
150
127

38
99
40

126

66

73
187

138
104
210

Sex－ratio

0．82
1．10
1．3ア

1。14
1．34

0。66
1．62
1。33
『．48

0．96

0．66
0．87
『．28

1．33
1．64
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Fig．　　MQnthly　b）dy－leagth　compos量tiOn．

　　　Ordinate，frequencyin％；abscissa240

　　　body－1engt駈in　Cm．Black少female；

　　　white，male．　　　　　　　20

　第2表中昭和24年8月5日の供試材料について，　0

体長2・Ocmより小型蝦は，体長組成がら明かに当才
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
稚蝦で満！才蝦を主f木とずる本資料力・ら爾解尾，雄

『8尾を除き，1菜昭和25年8月『5日，昭和24年9月190

日，昭職25年9，月l　l日の供試材料1斑体長2・2c物以下

の稚蝦を主体とずるもので，満1才蝦と、思ほれる体20

長2・2cm＜の蝦は各綴藁日に就て順次雌16尾，雄21
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
尾；雌3尾，雄6尾；雌9尾，雄5尾を除き，同様犀O

に昭和24年10月3，17，28日及び昭和25年『0月16臼　1

の資料から体長3・Octn＜の蝦を雌について，夫々ε0

8尾，3尾，2尾，『尾，を順次除外したQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
Fig・2・M・nlthlychange・faverageb・dy『40

　　　　　1engしhinmm．5・1idcircles，1949一，

　　　　　750一，’51－fem＆lels〔）藍tcirdes戸947－
　　　　　female；　s【）lid　triangles，　1949一，　50一，　　20

　　　　　’51－male；softones71947－male；
　　　　　cr（》sses，　1949一，　75G一，ラ51－　su驚　up　（｝｛　　　o
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　　　　　・　　・8　　　　9　譲－F盆
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ユ　A眠SeROoし甑跨c．Ja顎．眺睡A略【Nみ㎞ej腿Ly

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　前報告中の3，4月及び目月の資料ほ，昭和24～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
26年の資料に示ざれた耶均体長を採用した方が妥当

と思億れるo又昭和25年12月5日の資料は，異常に20

大きい値を示したが，昭和24年r2月13日の資料は順

当な体長を示して居るので，後者の笹を12月体長と　“

した方が良いよ5で湊）るQ成長の良好な期間ほ雌雄～o

共に8～rO月，5～6月で，8－10月の成長ほ・稚

蝦の急速勘伸長を示すも、ので湊）るQ前報告中には⑫

4－5月の成長が良：好と記戯したが，6，7，8，9，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
各月資料が，雁かったので此所に更めて訂正するo

　　　　　体長と体重
昭和24年2月から昭和5年2丹に至る満1力年間

0
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に於ける，各月操集蝦について合汁2，925尾の体長と体重との関係を求めると，第3図の1如く，体長（L）

と体電（W）との関係式ほ，前報の式が適用されるQ，

Fig．3。Body－weight（gr）in　relation　to　b）dy－1engt

　　　　dr－cle，female；soft　circle7male。
1ρ

5

o

　　　　　　　　　　　じ　る
　　　　　　　6。88るo
ee。ge6δ6

’　（cm）・S（）1i（1 　　　性　　　比

性比は各月，各年苺に異った

　・6　　　　　　1．O　　　　　　　l．5　　　　　　2。　　　　　　　25　　　　　　　3∫）　　　　　　3．5　　　33

66～0・71，6月『・28～1・62，7月1・30～［・46，8月0・55一『・50，9丹0・餌～0・96，10月0・28－0・66，H月0，59～

1．19，12月0・82～1・28であった05，9月一及び10月嫉他の省月に比較して7性i比ほ小さな値を得たが，ヌカ

ヱビに就て高木氏が指摘した様な，産卵盛期に於て特に雌の比率が高い傾向は認められないQしかし乍ら産

卵期前の5月及び藤卵後の10丹に雌が多い様であるo

値を示すが，全調査蝦5，808尾

について見ると，雌『に対する

雄の害恰ほ0．968で湊、ったQ自」

ち第1表に示す如く，1月、1・1－

1・33，2月1・1－1・64，3月0・45

～』14，4月LO・84－1・34，5月0・

　　　　　　　　　　　　　　　　抱卵数及び産卵期
　昭和24，25両年度に於ける抱卵蝦の月別体長組成は第3表に示し，昭和25年度抱卵蝦資料中，・第2次孕卵

個体出現状況ほ第4表に示したo但し第3表中，6月以降に傑集された孕卵個体の全雌蝦に対する比率に於

て，体長2・2cm以下の個体ほ，薪’しい稚蝦群の孕卵と見られるので，第3表の比傘から除外し，第4表から

も除去した。昭和25年度資料ほ腹部游泳肢に抱卵ずるものの外，胸甲部に貯藏ざれ未だ体外に排されて居な

い個休をも含めたQ叉第4表中，A型ほ，卵を胸甲部にのみ孕卵ずる個体，B型は卵を游泳肢に抱卵するも，

胸甲部に第2家卵なき曹の，C型ほ游泳肢に抱卵し更に胸甲部に第2次卵を有するもの，D型ほ卵を全：く持

たない蝦の4個の型に区分したo

　　Table・3・Frequency　distribution　of　monthly　measured　body－1ength　in　Cm　of　specimens　with

　welldeveloped　ovarian　eggs・斎，Except　specimensless　than2・2Cm　inbQdy－1ength・

Year

1949

1950

Date

May　IO

June　rア

Iuly　6

　　　26

Aug・　5

　　　26

Sep。　19
0ct．　　3

Aρril

May
June

∫uly

Aug．

Sep．

5
11

13

10

15

11

Rαnge　of　bo　dy－lengt肚

11艶iIゑ％閣2幽2を16i2を鷲6r3ゑ9ゑ「3も1尋13輪艶3≧％4≧1う

、2

2
4
4

2
2

2

3

3

5
5

5
4
2
1

3
9

12

14

4

2
1

13

『2

13

5

2

4
2
8

12

7

4

I
I

I2

8
13

10

1

9
目

2
1

2

3
5
1

3

2
3

2

3

管

No．ofspecimens

58（5・2）

43　（20．9）

63（6r。9）

48（89。6）

48　（95。8）

27（88・9）

3（66・7）

16（31・2）

95（24．2）

58（17・51）

61（49・2）

30　（96・7）

16（100．0）

9（100、0）

Table・4・Monヒhly　frequency　distribution　o歪1950－specimens　in　relation　to　egg－bea！・ing　condition

　　　　、vhich　is　refeγed　to4types，A－D，A，type－A‘with　well　developed　ovaγ童an　ova；B，ty－

　　　　pe－B＝、）iし趾eggs　on　pleopodsl　C，type－C：、vith　b｛）th　ovarian　iand　extemal　eggs；D，

　　　　type－D：with　no　eggs・
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Date

ApriI

阿ay

∫une
July

Aug。
Seρ．

5
11

13

10

15

口

No．

95

58

61

30

16

9

A

19

7
『7

0

0

B C

0

0
10

19

14

6

D

72

48

31

0
0

　産卵期を第3表から推定すれば，年に依り

多少の遅速ぼあるが，大体4〃10月で7，8月

を最盛期とするQ又第4表に依れば，4－10

且の藤卵期間中に1個体について，2回の藤

卵が行われる様であるo抱卵蝦の体長組成ほ

2・0～2・2cmを境として，2群に分離され，

8・9月に於ける体長2・2cm以下の群ぼ，第1

図から，当才稚i蝦と．恩ほれ早期騨イヒした当才

稚蝦の早，熟個体ほ，購化した、年の8，9月頃7

巳に親蝦となり産卵するo体重（尾を除去したもの）と抱卵数の関係は，夫た第3，4図に示すQ

Fig。3。Tbe　number　of　eggs　inγelation

　　　to　b、xly一、▽eignt　of　spechηens　ta－

　　　ken　in　the　yeaγ71949．

1200

ioco

竃00

6QO

400．

200

0
　　o　　←

　　　1一』再

　　　　　　　o。§

　　、．．㊤§1凝隼

　　　　禽　e　D　ρ　　忠監Oo㌔い●
a　　　o♂，　　Oo　●

。　　　　’o

　　o　30

Fig．4．The　number　of　eggs　in　relation　t（）body
　　　－weight　of　I950噂specim　ens．

bOO

1400
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lOOO

lGO
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y

o　～●、

●　●●零

の　ち

　　　　2　　・　　・6　・馨　1．O　　O　　・？　　4　0ら　　S　1．0　－1，2

　体電について0・29r間隔に組分けし，其の組に含まれる準均抱卵数ほ，第5表の如く’，之を図示して第5図

が得られる。（但し昭和24ン25年の資料中0・4gr＞71・Ogr＜は個体数が少いので除外し，昭和22年洲本産の

資』料をもβ信己したo）

　Table5。Nnmber〔）f　eggs　in　relation　to　body－weight（g）．

4

Year

1947

BDdy－we量ght

「動9

0．2－0。4

0．4－0．6

0．6－0．8

0．4＿0．6

0．6＿0．8
0．8＿1．0

1950 0．4＿0。6
0．6－0．8

0．8＿1．0

No．　of
specimens

47
59
23

42
79
38
14

37
17

Range

123－591
『43－706
294－1055
72－929
78一目65

54『一『365

433－908
591－1223
557－I　l69

Average

367．0士　9。6
455．『士『0．7

702．2二』25．9

628．6士18，1
772．8士16．9
9、〕2．6二L20．6

671。4士25．0
90δ．8±20．3

914．7ゴ＝31．4

S．　D．

97。5士　6．8

121．3士7．5
337。9士18．1

173．9士12．8
222．2士l　l。ア

188．5ゴ＝14．6

138。8士15，I
l82．7＝』14．3

191．Q＝ヒ22．1

C．　V．

26。55二』『．97

26，66士『．76
48．13ゴヒ5。71

27．67士1．0ア

28．74士1．64
19．77士1．58

20．66士2．29
20．14士1．64
20。87士2．51
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Fig。　6．Number（）f　eggs　Fig．
　　　　in　relat豊on　to　bo－

　　　　dy－length（cm）of
　　　　『949－Sρe（ンinlens・

1400

1200

1000

冒OO

600

400

200

O

亀

　　亀。♂

　　曙・
　＝’搬●o

麟：

1整。

。q●畠乳

　必

セ5

2　　　3　　　4

7。

1600

1400

10

Number　of
relation　to　bζ）dy－length
（cm）of　l950－specim一〔1〕　スヂヱビモドキの成長ほy8－10月が最

eos。　　　　　　　　　も良好で湊）る。

　　　　　　　　　　〔2〕性比ほ各月に依り区汝で，箆卵期に於

　　　　　　　　　　　ける特別な変化ほ認められないカ㍉5月及

　　　　　　　　　　　びゆ月にほ雌が多く出現する様な結果を得

　　　　　　　．　　たo全調査資料についての性比は0・968でy
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20G
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　昭和24，25両年度に於ける体電と抱卵数との相関係数を

求むれレず，II便次0・711士0・02510。776士0・029となり，｝可者

の間にほ密接な相関を持つことが解るQ第5図に示した各

調査年度の体重α2rg聞隔中に含まれる甲均抱卵数から，

求めた線は大体の体電と抱卵数の関係を示すと考え，

体電Wgrと抱卵数N粒とすれば，茨の関係式が求めら

れるO
　　　W＝一〇．06十〇．00『N

　体長と抱卵数との関係は第6y7図に示すQ

　体長と抱卵数との関係ほ，指数函数式で表され，体長，

Lmm，抱卵数N粒とすれば，昭禾024，25各年度資料は

夫た

　　　　　　　　0．282　　　　　　　　　　　　0．286
　　　1、＝49879N　　　　　　　；　1、＝4。767N

廻示されるQ

　　eggsin　　　　　摘　　　要

り亀・・●

　　　●野・

　　麟
・　ぜζ
　　“●」・。

　　・・暫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　3　　　4

　aem（）noid　shrimps　Qf　Japan。　Bu1L　Jap。　Scl．　Fish．，5（6）．

（3）　KUBO，L　I942・Studies　on　Japanese　Palaemonoid　shrimps，I　I　L　乙侃剛87・　Joum・Imp・

　Fish・lnsL，35（1）・

（4）松井魁，和井丙貞一郎，r937・十和田湖に於けるスヂヱビ動α％♂c，・Pα％o始児s（DE　HAAN）の生態学

　的研究，陸水学会誌，7（1）。

（5）高木知徳，1946・ヌカヱビの生態学的一研究，生物，1（5～6）

　僅に雌が多いいo

〔3〕藤卵期ほ4～IO月で相当長期聞に亘り，

　アー8月を最盛期とするQ又産卵期間中

　r個体について2回藤卵が行われ，当才稚

　蝦の1部は8～9月に産卵するo

〔4〕体長と抱卵数との関係は指数函数式で

　表され，体軍（Wgr）　と抱り副数（N）　との

　関係ほ次の式で示されるQ

　　　W＝一〇．06十〇。001N

　　　　　参考交献
U）井上明，1949・スヂヱビモドキ玩α雇召r

　80班cr　STIMPSONの生態に就て，日本

　産学会誌15（7）

（2）　KUBO，1．1937。Serual　dim（）rρhism

　in　abdominal　appendages　of　some　Pa1一
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